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１．組織 

・ 全国に１０程度の道州を設置する。 
・ 都道府県は、廃止する。 
・ 基礎自治体は、現状を基本とする。（自主合併は、妨げない） 
・ 基礎自治体の権能を補完する必要のある小規模な基礎自治体については、道州が

地方機関を設置して、その事務を支援するなどの仕組みを設けることができるよ

うにする。 
・ 東京及び政令市の在り方は、検討する。 
 

２．権限 

・ 「国の関与」等をできるだけ廃し、二重・三重行政をなくす。 
・ 国は、国家の存立に関すること、全国的に統一的定めが必要なこと等を行い、機

能を集約・強化する。 
・ 道州は、道州内に関することを行うとともに、このことに関し、道州法を制定で

きる。ただし、国の権限に属することは除くとともに、基礎自治体の能力に応じ、

事務・権限を移譲する。 
・ 基礎自治体は、その能力に応じて事務・権限を担い、立法することができる。 
 

３．首長・議会 

・ 議会は、現行の都道府県の区域以下の選挙区から選出された議員で構成する。 
・ 定数については、従来の「市町村合併」時の方式を参考にする。 
・ 首長は、住民の直接選挙で選出される。 
・ 首長の多選制限や議会権限の強化策を検討する。 
 

４．税・財政制度 

・ 国・地方の役割分担に応じて制度設計するが、中央政府に依存しない税・財源と

する。 
・ 財政調整制度を設ける。 
・ 現在の国と地方の債務の処理について検討する。 
・ 現在の知的・社会的インフラ整備状況の格差是正策を検討する。 


